
議案第80号

平成 30 年度 佐々町水道事業会計補正予算（第 2 号）

第 1 条 平成 30 年度佐々町水道事業会計の補正予算（第2 号）は、 次に定めるところによる。

第 2 条 平成 30 年度 佐々町水道事業会計予算（以下「予算」という。）第 3条に定めた収益的支出の予定額を

次のとおり補正する。

（科 目） （既決予定額）

支

（補正予定額）

出

0千円
619千円

ム26千円
ム593千円

（計）

第1款 水道事業費用

第1項 営業 費 用
第2項営業外費用
第4項 予 備 費

363, 115千円
242,225千円
27,591千円
93,297千円

363,115千円
242,844千円
27,565千円
92, 704千丹



第3条 予算第4条本文括弧書中「資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額289,048千円は当年度消費税
及び地方消費税資本的収支調整額24,68 5千円、減債積立金21,000千円、建設改良積立金176,000千円及び過年度
分損益勘定留保資金67,363千円」を「資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額293,391千円は当年度消費
税及び地方消費税資本的収支調整額24,787千丹、減イ責積立金21,000千円、建設改良積立金178,000千円及び過年
度分損益勘定留保資金69,604 千円」に改め、資本的支出の予定額を次のとおり補正する。

（科 自） （既決予定額）

支
第1款 資本的支出 396,410 千円

第1項 建 設 改 良費 352, 789 千円

（補正予定額）

出
4,343千円
4,343千円

第4条 予算第5条に定めた債務負担行為に次のとおり追加する。
事項 期間
水道量水器検針業務委託料 平成30年度から平成31年度まで

第5条 予算第8条に定めた経費の金額を次のように改める。
（科 目） （既決予定額） （補正予定額）
職員給与費 49, 770 千円 268 千円

（計）

400, 7 53千円
357, 132 千円

限度額
10,000千円

（計）

50,038 千円

平成30年1 2月18日 提出

佐々町長 古庄 剛



平成30年度 水 道 事業会計予算説明書
（収益的

支

出）
出

支

単位：千円
款 ． 項 自 補正前の額 補正額 計 節 金額 説 明

l 水道事業費用 363,115 。 363,115 
l 営業費用 242,225 619 242,844 

l 原水及び浄水費 49,157 ム1,262 47,895 
委託料 ム1,262

水質検査業務委託料 ム636
浄水場内水質監視機器分解整備業務委託料 ム333
浄水場内不要物処分委託料 ム293

2配水及び給水費 31,880 1,585 33,465 
燃料費 73 

公用車燃料費
修繕費 1,512 

配水管修繕費
4総係費 77,137 296 77,433 

給料 49 
職員給

手当 ム47
時間外勤務手当 ム160
期末手当 11
勤勉手当 102

賞与引当金繰入額 123 
賞与引当金 110 
法定福利費 13 

法定福利費 143 
共済組合負担金

その他引当金繰入額 28 
退職給付引当金繰入額



円ノ』

款 ． 項 自 補正前の額 補正額 計 節 金額 説 明

2営業外費用 27,591 ム26 27,565 

2消費税及び 18,934 ム26 18,908 

地方消費税 公課費 ム26

4予備費 93,297 ム593 92,704 

1予備費 93,297 ム593 92,704 

予備費 ム593



（資本的支出）

出支 単位：千円

款 ． 項 自 補玉前の額 檎正額 計 節 金額 説 明

l資本的支出 396,410 4,343 400,753 

］建設改良費 352,789 4,343 357,132 

1固定資産購入費 2,707 2,343 5,050 

土地購入費 3,000 

水道施設用地購入

機械購入費 ム657

量水器購入

2施設改良費 350,082 2,000 352,082 

委託料 2,000 

水道施設用地分筆測量業務委託料

不在者財産管理人業務委託料

円。



-4-

給 与 費 明 締 書

1 総括 単位：千円

職 貝 数 給 与 費
分 法定福利費 lロ.:,.. 言十

特別職 一般職 事長 酬 系企 料 賃 金 手 当 計

補
損益勘定支弁職員 1 6 2,688 21,065 1,590 17,336 42,679 7,359 50,038 

正 資本勘定支弁職員
後

メ口b、
言十 1 6 2,688 21,065 1,590 17,336 42,679 7,359 50,038 

補
損益勘定支弁職員 1 6 2,688 21,016 1,590 17,273 42,567 7,203 49,770 

正 資本勘定支弁職員

ぷ口b、
言十 1 6 2,688 21,016 1,590 17,273 42,567 7,203 49,770 

上じ
損益勘定支弁職員 。 。 。 49 。 63 112 156 268 

資本勘定支弁職員
較

よロ』 言十 。 。 。 49 。 63 112 156 268 

区 分 管理職手当 扶養手当 通勤手当
時間外勤務

期末手当 勤勉手当 住居手当 児童手当
退職手当組

手 当 合負担金

手当の内訳
補正後 623 438 197・ 1,428 5,318 3,715 796 420 4,401 

補正前 623 438 197 1,588 5,231 3,579 796 420 4,401 

比較 。 。 。 ム160 87 136 。 。 。



2 給料及び手当の増減額の明細

区 分 増減額（千円） 増 減事由耳目内訳（千円） 説 明 備 考

給与改定に伴う増減分 49 人事院勧告に伴う増

系合 料 '49 昇給に伴う増減分 。

その他の増減分 。

手 当
制度改正に伴う増減分 227 人事院勧告に伴う増

63 
その他の増減分 異動等に伴う減ム164

3 給料及び手当の状況
(1）職員工人当たり給与

区 分
p
よL
、 業 職

事務 ・ 技術

平均給料月額 （円） 292,569丹

平成 3 0 年 1 2月 1 日現在 平均給与月額 （円） 346,764丹

平 均年齢 （歳） 40.95 

平均給料月額 （円） 291,889円
平成 3 0 年 9 月 1 日 現 在 平均給与月額 （円） 348,306円

平 均年齢 （歳） 40.85 

(2）初任給

区 分 ノ斗工、ム 業 職 一般会計の制度

高 校 卒 148,600円 148,600円

大 子話三Zム‘ 
# 「 180,700円 180,700円

FO
 



(3）級別職員数 (4）昇給
戸よ

L
、＼ 業 耳議

区 分
級 職員数（人） 構成比（%）

区 分

職 員 数（A) （人）

7級 昇給に係る職員数（B) （人）

6級 1 16.7 1号給 （人）

5級

4級
平成30年12月 1日現在

3級 5 83.3 

補 2号給 （人）
正

号給数内訳後 3号給 （人）

4号給 （人）

2級 5号給 （人）

1級 比 中一』4・
(B)/(A) % 

計 6 100 .. 0 職 員 数（A) （人）

7級 昇給に係る職員数（B) （人）

6級 1 16.7 1号給 （人） 戸

5級 槽
正

2号給 （人）

4級
平成30年9月 1日現在

3級 5 83.3 

号給数内訳 3号給 （人）

4号給 （人）

2級 5号給 （人）

1級 上じ 中一』 (B)/(A) % 

計
－

6 100.0 

（等級別基準職務表）

区 分 7級 ら蔽 5級 4級 3級

理事の職務 会計管理者の職務 事務長、参事、所長の職務 課長補佐の職務 係長、主任、主
相当高度の知識経験 課長、次長、局長、室長の 相当高度の知識経験を要する課 相当高度の知識経 査の職務

企業職 を要す？る課長等の職 職務 長補佐の職務 験を要する係長・
務で町長が特に認め 主任の職務
たもの
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合計 企業職

6 

. 6  

1 

5 

100.0 

6 

6 

1 

5 

100.0 

2子i

一定の知識経
験を要する主

6 

6 

1 

5 

100.0 

6 

6 

1 

5 

100.0 

ノ
〕

工級

定型的な業務を行う主
事、技師の職務

事、技師の職務 主事補、技師補の職務



(5）特殊勤務手当 (6）期末手当、勤勉手当

区 分 企業職

給料総額に対する比率 （%） 

支給期別支給率 支給率計
職制上の段階、

区 分 職務の級等によ 備考
6)3 （月分） 12月（月分） （月分）

る加算措置

支給対象職員の比率 （%） 補正後 2.125 2.325 4.450 有

（平成30 年12月1 日現在） 補正前 2.125 . 2.275 4.400 有

支給対象職員の1人当たり 一般会計の制度 2.125 2.325 4.450 有

平均支給月額 （円）

代表的な特殊勤務手当の名称．

(7）定年退職及び勧奨退職に係る退職手当

区分
20 年勤続の 25 年勤続の 35 年勤続の 最高限度

その他の加算措置 備 考
者（月分） 者（月分） 者（月分） （ 月 分 ）

支給率等 24.586875 33.27075 47.709 ・ 47.709 定 年前早期退 職特例措 置（ 2 %～ 20 %加 算）

一般会計の制度
同 土 開 上 同 上 向 上 同 上

（支給率等）

(8）その他の手当

区 分 一般会計制度との異同 惹異の内容

扶 養 手 当 同

住 居 手 当 同

通 勤 手 当 間

一7-



no

債務負担行為に関する調書

追加

事 項 限度額
前年度末までの支払義務発生額 当該年度以降の支払義務発生額 左の財源内訳

期 開 金 額 期 関 金 額 損益勘定曹保資金

水道量水器検針業務委託料 10,000千円
平成30年度から 10,000千円 10,000千円平成31年度まで

r 

、、
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平成30年度佐々町水道事業予定貸借対照表（税抜）
（平成31年3月311:l ) 

資産の部

円 円 円 円

1 固定資産

(1) 有形固定資産
イ 土地 81,892,595 

ー ロ 建物 124,291, 716 
II 減価償却累計額 f,, 68,426,044 55,865,672 

ノ、、 構築物 3,032,086,276 
H減価償却累計額 f,, 1,338,893,217 1,693, 193,059 

機械及び装聾 1,053,835,940 
H減価償却累計額 ム 741,777,390 312,058,550 

ホ 車両及び運搬具 2,696,096 
H減価償却累計額 ム 1,697,742 998,354 

,/'.,, 工具器具備品 7,763,365 
H減価償却累計額 ム 6,209,724 1,553,641 

．ト 建設仮勘定 80,160,000 

有形固定資産合計 2,225, 721,871 

固定資産合計 2,225, 721,871 

2 流動資産

(1) 現金・預金 937,345,125 
(2) 未収金 3,000,000 
(3) 貸倒引当金 ム 169,000 2,831,000 
(4) 貯蔵品 5,500,000 

流動資産合計 945,676,125 

資産合計 3,171,397,996 

負債の部

3 回定負債

(1) 企業債 444,343,972 
イ 建設改良等の財源に充てるため

の企業債 444,343,972 
(2) 引当金 19,255,000 

イ 退職給付引当金 19,255,000 

囲定負債合計 46,3,598,972 
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4 流動負債

’（1) 企業債 44,490,531 

イ 建設改良等の財源に充てるため
の企業債 44,490,531 

(2) 未払金 2,300,000 

(3) 引当金 3,428,000 

イ 賞与引当金 3,428,000 

流動負債合計 50,218,531 

5 繰延収益

(1) 長期前受金
イ 受贈財産評価額 125,890,790 

II 収益化累計額 ム63,683,163 62,207,627 
ロ 補助金 76,640,158 

H収益化累計額 ム67,556,200 9,083,958 
ノ＼ 他会計補助金 70,680,941 

H収益化累計額 ム47,049,429 23,631,512 

工事負担金 42,685,921 

H収益化累計額 ム26,785,098 15,900,823 

ホ 補償金 29,018,206 

H収益化累計額 1':,. 8,256,557 20,761,649 

長期前受金合計 131,585,569 

繰延収益合計 131,585,569 

負債合計 645,403,072 

資本の部

円 円 円
6 資 本 金

(1) 自己資本金
イ 固有資本金 29,936,968 
ロ 組入資本金 1,456,485,693 

自己資本金合計 1,486,422,661 

資本金合計 1,486,422,661 



7 剰 余 金

(1) 資本剰余金
イ 受贈財産評偶額
ロ 補助金
ハ 他会計補助金
一 工事負担金
ホ 補償金

資本剰余金合計

(2) 利益剰余金
イ 減債積立金
ロ 建設改良積立金
ハ 災害準備積立金
ー 当年度末処分利益剰余金

1）当年度純利益
2）前年度未処分利益剰余金
3）積立金の取崩

l
F
F

l
 

9,011,882 

29,337,325 

12,146,470 

4,358,660 

400,321，。。。

255,175,337 

202,000,000 

63,000,000 

70,000,000 

449,396,926 

92,704,000 

162,692,926 

194,000,000 

利益剰余金合計

剰余金合計

資本合計

負債資本合計

784,396,926 

1,039,572,263 

2,525,994,924 

�，171,397 ,996 

＜注記＞

I重要な会計方針
本会計は地方公営企業会計基準を適用して、財務諸表等を作成しているO

L固定資産の評価基準及び評価方法
－固定資産 取得原価による。

2.固定資産の償却の方法
－有形固定資産 定額法による0

．主な耐用年数
建物
構築物
機械及び装置
車両及び運搬具
工具器具備品

3.リース資産に係る経過措置
・所有権移転外ファイナンス・リ｝ス取§Iについては、通常の賃貸借取引に準じた会計処理によって

24年～65年
10年～60年
8年～20年
5年～15年
2年～15年

いる。
4.たな卸資産の評価基準及び評価方法

・貯蔵品 最終仕入原価法による。
5.引当金の計上方法

－貸倒引当金
債権の不納欠損による損失に備えるため、実積率等による回収不能見込み額を計上している0

・退職給付引当金
職員の退職手当の支給に備えるため、当事業年度末における退職手当の要支給額に相当する
金額を計上している。

－賞与引当金
職員の期末・勤勉手当の支給に備えるため、当事業年度末の在籍職員における支給見込額に
基づき、当事業年度の負担に属する額を計上している。
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6. 収益及び費用の計上基準
総額主義及び発生主義

7.消費税等の会計処理
－消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。

E予定貸借対照表等関連
1. 担保提供資産及び保証債務の有無

資産の担保提供及び保証債務はありません。
2.企業債の償還に係る他会計の負担

・貸借対照表に計上されている企業債（1年内に償還予定のものも含む）のうち、他会計が負担する
と見込まれるものはありません。

直セグメント情報の開示
1. 本会計は水道事業のみを実施しているo

w 減損損失関連
減損処理となるものはありません。

Vリース取引の処理方法
・リース料総額が300万円未満のファイナンス ・リ ｝スの取引については、通常の賃貸借取引に係る方法
に準じた会計処理を行っている。

VI その他の注記
－賞与引当金の取り崩し

平成30年度において、期末手当及び勤勉手当の支給並びにこれらに係る法定福利費を支給するため、
賞与引当金 2,660千円を取り崩す予定である。
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平成30年度佐々町水道事業予定キャッシュ ・ フロ …計算書
（平成30年4月 1 日から平成31年3月 31 日）

日H頁1EV ロブユシツヤキ
問一 （単イ立：円）

I業務活動によるキャッシュ ・ フロー

当年度純利益
減価償却費
退職給付引当金の増減額（ムは減少）
貸倒引当金の増減額（Lは減少）
賞与引当金の増減額（ムは減少）
長期前受金戻入額
受取利息及び受取西日当金
支払利息
固定資産除却損
未収金の増減額（ムは増加）
未払金の増減額（Lは減少）
たな卸資産の増減額（ムは増加）
その他資産負債の増減額（ムは減少）

小計
利息及び自己当金の受取額
利息の支払額

業務活動によるキャッシュ ・ フロー

E投資活動によるキャッシュ ・ フロー

有形固定資産の取得による支出
国庫補助金等による収入

投資活動によるキャッシュ ・ フロー

92,704,000 
80,368,347 
3,655,000 

169,000 
768,000 

ム5,125,649
ム100

(
000

8,654,437
3,668,405

0 
0 
0 
0 

184;761,540 
100,000 

L 8,654,437 
176,207,103 

庁I

1i－
nb

円hu

－－ム
F

FhU

FO

－ム一
「D

Aム
ハU

プ生

Qυ

ρ
O
四
円
。

向
。
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円
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円
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円必

円台U

円J

ム

A

E財務活動によるキャッシュ ・ ブロ｝

建設改良企業債による収入
建設改良企業債の償還による支出

財務活動によるキャッシュ ・ フロー

83,800,000 
L 43,620,595 

40,179,405 

W資金増加（減少）額
V資金期首残高
VI 資金期末残高

ム113,248,048
1,050,593,173

937」生色125

＜注記＞
I重要な会計方針

本会計は地方公営企業会計基準を適用して、財務諸表等を作成している0

．消費税等の会計処理
消費税及び地方消費税の会計方式は税抜方式によっているo

H予定今ヤツシュ ・ フロー計算書等関連
重要な非資金取引はありません。


